
　2012年（平成 24年）10月 14日日　6　

発
行
　
名
張
保
護
司
会

人はみな、
生かされて
生きてゆく

更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

No.18

〒
５
１
８‐０
７
１
８

名
張
市
丸
之
内
79（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）

　

63‐ 

7
5
7
5  　

64‐ 

３
３
４
９

　
　
　

　
　―
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
」
ど
ん

　

な
運
動
で
す
か
。

▼
中
内
会
長　

昭
和
26
年
、
戦
後
の
荒
廃
し

た
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
と
健

全
育
成
を
目
指
す
目
的
で
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
犯
罪
や
非
行
防
止
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
理
解
を
深
め
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
こ
う

と
い
う
全
国
的
な
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

― 

保
護
司
会
で
は
ど
ん
な
活
動
を

　

し
て
い
ま
す
か
？

▼
中
内
会
長　

保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
無
給
の
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で

す
。
市
内
に
は
現
在
27
人
の
保
護
司
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
、
保
護
観
察
と

環
境
調
整
で
す
。
保
護
観
察
は
罪
を
犯
し
た

人
が
社
会

復
帰
を
す

る
際
、
就

労
や
生
活

全
般
に
つ

い
て
家
族

と
協
力
し
て
支

援
し
ま
す
。
ま

た
環
境
調
整
と

い
う
の
は
、
刑

務
所
や
少
年
院
か
ら
社
会
に
戻
る
先
が
改
善

更
生
に
ス
ム
ー
ス
に
い
く
環
境
か
ど
う
か
を

調
査
す
る
仕
事
で
す
。

―　

最
後
に
ひ
と
こ
と

▼
中
内
会
長　

犯
罪
の
総
数
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
再
犯
は
増
加
し
、
総
犯
罪
数
の
約

60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
無
職
の
人
の
再
犯

率
は
有
職
の
人
の
5
倍
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
保
護
司
会
で
は
、
対
象
者
の
就
労

先
の
開
拓
に
も
力
を
入
れ
、
協
力
雇
用
主
会

(

対
象
者
の
前
歴
に
こ
だ
わ
ら
ず
就
労
の
場
を

提
供
く
だ
さ
る
企
業
の
会
）
を
立
ち
上
げ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　社会を明るくする運動の一環として、社会を明るくする運動の一環として、8月8月1818日日土土に市に市総合総合
体育館体育館で中学生卓球大会を開催で中学生卓球大会を開催しました。しました。日本選手権で前人日本選手権で前人
未到の100勝を達成された、つつじが丘在住の伊藤和子さん未到の100勝を達成された、つつじが丘在住の伊藤和子さん
の偉業にの偉業にちなんだこの大会も今年で9回目。ロンドンオリンちなんだこの大会も今年で9回目。ロンドンオリン
ピック卓球女子団体の銀メダル獲得というニュースが届いたピック卓球女子団体の銀メダル獲得というニュースが届いた
直後の大会とあって、この大会も大いに盛り上がり、熱い戦直後の大会とあって、この大会も大いに盛り上がり、熱い戦
いが繰り広げられました。いが繰り広げられました。
　　初めて参加した1年生は初めて参加した1年生は、、「1年生全員が参加でき「1年生全員が参加でき、表彰、表彰
してもらえるのでとてもやりがいがあるしてもらえるのでとてもやりがいがある」」と話してくれましと話してくれまし
た。会場には生徒の家族、更生保護女性会やBBS会た。会場には生徒の家族、更生保護女性会やBBS会（犯罪や（犯罪や
非行のない地域社会を目指す青年ボランティア団体）など非行のない地域社会を目指す青年ボランティア団体）など多多
くの応援くの応援者者がが集まりました集まりました。。生き生きとしたプレーと、仲間生き生きとしたプレーと、仲間
に声をかけに声をかけ、、互いに励ましあい、応援しあう姿に声援が上が互いに励ましあい、応援しあう姿に声援が上が
り、見ている人に感動を与えてくれました。り、見ている人に感動を与えてくれました。

伊藤和子杯  中学生卓球大会伊藤和子杯  中学生卓球大会

男子の部  優　勝　北　中
　　　　  準優勝　名張中
　　　　  第３位　南　中

女子の部  優　勝　赤目中
　　　　  準優勝　名張中
　　　　  第３位　北　中

社会を明るくする運社会を明るくする運動動

ＦＭラジオで呼びかける中内会長（左）

　

第
55
回
名
張
市
美
術
展
覧
会
が
10
月
3
日
か
ら
7
日
ま
で
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
の
中
か
ら
、

上
位
6
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す(

敬
称
略 

）。
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市長賞　「 女
めだけ

竹 」　菊森 仁
よしこ

子（伊賀市森寺）
議長賞　「再生」　信

のぶおか

岡 和
か ず え

惠　（桔梗が丘 5）
教育委員会賞   「山あいの里」  有森 誠

せ い こ

子  （つつじが丘北1）
おきつも文化賞　「伊賀の古

こ さ つ

刹（正
しょうがつどう

月堂）」　小林 正
ただひろ

博  （つつ
じが丘南3）

選考委員会奨励賞　「尾
おわせぎょこう

鷲漁港」　武
む と う

藤 誠
まこと

 （つつじが丘南4）
岡田文化財団賞 　「花は、花は咲く 」   菊本 哲

て つ し

史（桜ヶ丘）

第
55
回
市
美
術
展
覧
会

絵画の部

市長賞　「 白
はくらくてんし

楽天詩 」　東
ひがしだ

田 比
ひ さ こ

佐子　（西原町）

議長賞   「丸
まるやまかおる

山薫の詩
し

」　村
む ら て

手 美
み き

紀   （桔梗が丘西 2）
教育委員会賞　 「杜

と ほ の し

甫之詩」　齊
さいとう

藤 燿
ようこう

香　（梅が丘南 1）
おきつも文化賞　 「良

りょうかん

寛のうた」　上
うえむら

村 千
ち か よ

賀代  （東町）
選考委員会奨励賞 　「李

り は く の し

白之詩」　夏
なつあき

秋 幸
さ ち よ

代　（安部田）
岡田文化財団賞　 「歴

れきか て い

下亭に登
のぼ

りて感
か ん あ

有り」  
　大橋 千

ち え

恵   （ すずらん台東 4）

市長賞　
「 仲よくねんね 」
北
きたばやし

林  俊
としひで

秀  （桔梗が丘 7）

議長賞  「夢
む げ ん

幻」　髙
たかまつ

松 敏
としあき

昭　（梅が丘南 1）
教育委員会賞 「霧

むちゅう

中を行く」　山中 孝
たかのぶ

允   （蔵持町原出）
おきつも文化賞　「こんにちは」　城

しろやま

山　巖
いわお

   （桔梗が丘 1）
選考委員会奨励賞　「早

さ お と め

乙女」　新
しんさい

才 美
み え こ

笑子　（美旗町中 2）
岡田文化財団賞　「光のファンタジー」　瀬

せ も り

森 房
ふ さ こ

子  （本町）

書道の部

写真の部

美術工芸の部
市長賞「 年

ねんりん

輪 」　
     八

やすみ

隅 了
のりこ

子　（つつじが丘北 9）

議長賞　「甘
か ん ろ

露、甘
か ん ろ

露（花まつりは
  五
さ つ き ば

月晴れ） 」   西
に し い

井 泰
ひ ろ じ

司   （梅が丘北 3）
教育委員会賞　「踊り子」   瀧

たきがわ

川 実
み ち

知　
  （つつじが丘北 1）
おきつも文化賞　「おばあさんの花園」　
   山本 フク　（安部田）
選考委員会奨励賞   「焼

やきしめようへんたたきつぼ

締窯変叩き壷」　
   古川 敏

としひろ

弘   （百合が丘東 3）
岡田文化財団賞　「蓑

みのむしつぼ

虫壷」  
   竹森 實

み き お

紀雄　（桔梗が丘南２）

目指せ！未来のオリンピック選手！ 　第 62回社会を明るくする運動の啓発のため、今回初めて
名張保護司会 中内 中

ひとし

会長が地元のＦＭラジオに生出演しま
した。

第62回


